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研究題 目:(和)1脂溶性食品機能成分の腸管吸収 と生体利用性に関する統合研究
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研究業績要旨(1,000字以内)

食品が ヒ トの健康に与える影響を知るためには、栄養素や機能性成分の吸収代謝、体
内動態や蓄積 といつた、生体利用性を明 らかにす ることが重要である。生体が最初に食

物 と接す る場である消化管管腔での動態を含め、水に溶解 しない食品成分の腸管吸収代

謝は水溶性の糖やア ミノ酸 と比べ研究対象 とな りにくかつた。本研究においては、脂質
および脂溶性食品成分の腸管吸収機構の解明をめざした小腸モデル細胞実験や実験動物

を用いた研究を行 うとともに、対象 となる成分を含む食品を用いた ヒ ト摂食試験を実施
し、最終的には二連の結果を統合 してヒ トにおける生体利用性を明 らかにすることを目

的 として、これまでに以下のような研究を行つた。
1)主たる食事性脂質は長鎖脂肪酸 (LCFA)の トリグリセ リ ド (Tの であるが、これ ら

は腸内で膵 リパーゼの作用により消化産物である 2つの LCFAと 2‐ モノグリセ リド

(2‐MOへ 分解 され る。本研究では、これ らの腸管吸収機構 を明 らかにす るために培養

細胞およびラッ トを用いた検討を行つた。その結果、LCFAは小腸刷子縁膜通過の際に

何 らかの膜局在性 タンパク質を介すること、さらに LCFAの炭素鎖 とカルボキシル基に

類似 した構造をもつ分子が LCFAの 吸収を阻害することを報告 した。同時に、TGの も

う一つの消化産物である 2‐MGも LCFA吸収阻害活性を有す ることを見出 し、さらには

LCFAと 2‐MGの 腸管吸収に関わる共通の輸送担体が存在す ることを強 く示唆する報告

を行つた。現在は共通の輸送担体を明 らかにするための研究を行つている。
2)水不溶性で脂質膜 と強い親和性をもつ機能成分であるフラボノイ ドは、強い抗酸化性

を有 し、脂質過酸化を抑制することで種々の疾病予防に寄与することが期待 されている。

本研究においては、フラボノイ ドの腸管吸収および代謝変換を培養細胞 レベルで解析 し、

特に動物実験においては、油脂 との同時摂取により吸収が促進 されるフラボノイ ドが、

脂質 と同様に リンパ液へ も輸送 され ることを初めて明 らかに した。 さらに、代表的フラ

ボノイ ドであるケルセチンを豊富に含むタマネギを試験食 とし、 ヒ トが食品として摂取

したフラボノイ ドの血中代謝物分布 を解明 した。現在は、 ヒ トでのフラボノイ ド生体利

用性について、油脂を用いた調理カロエの影響などを検討 している。
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(2)過去5年間の本学会での活動状況

一般発表

20074「

平成 19年中国・ 四国、近畿支部合同大会 (予定 )

A2-70村上陽子、室田佳恵子、Thanakom WcangsHpanaval、 神崎範之、伊佐地知也、大久

保剛、板東紀子、寺尾純二、松村康生、河田照雄 :脂溶性 ビタ ミンの腸管吸収促進に対す

るナノ粒子の有効性

第 61回大会

4K-la:○ 室田佳恵子、井戸光、松田奈実子、林宏紀、稲熊隆博、開戸啓子、寺尾純二 :タ

マネギ出来ケルセチンの ヒ トにおける血中分布の比較

20064「

第 39回 中国 。四国支部大会

22:○井戸光、室田佳恵子、開戸啓子、

ケルセチン代謝物の蓄積

第 60回大会

:タ マネギ長期摂取によるヒト血漿への

2J‐9p:○井戸光、堀 田あず紗、室由佳恵子、開戸啓子、寺尾純二 :タ マネギ摂取がヒ ト血

漿におけるケルセチン代謝物蓄積 と抗酸化活性に与える影響

31-6p:○ 國本あゆみ、比江森美樹、室田佳恵子、山下広美、辻英明、木本員順美 :エ ビの

主要ア レルゲン、 トロポ ミオシンの腸管における消化・吸収動態

SasJ(i and T Fushiki:
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第 56回大会
2H-06p:○室田佳点子、清水寿美恵、和泉亨、小幡明雄、寺尾純二 :イ ソフラボンとケルセ

チンの Caco-2細胞における吸収代謝 とそれ らの相互作用

シンポジス ト

20054「

第 59回大会

S4-4「食品機能研究の最近の動向」:室田佳恵子 :食事性フラボノイ ドの消化管における吸

収代謝と機能性

座長
20074「

第 61回大会 :5/19(土 )食品科学一生理機能一消化器系 (2)3Llp-3L8p
20064巨

第 60回大会 :5/21(日 )食品科学一消化系 31ip-319p     ・

(3)特記事項
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その他                          ・

2002.9-2003.8文 部科学省在外研究員若手特別枠採用 (派遣先 :米国ニュージャージー州立大

学、2004.8まで滞在延長)


